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高校へのアンケート調査結果報告（2025 年度） 

IR 室 

 

  標題の件、以下のとおりご報告いたします。 

アンケートを依頼し、回収できた高校は 6 校（昨年度は 12 校）。 

 昨年同様、アンケート調査は短期大学評価基準に則って実施した。 

基準Ⅰ-B-３(4)「「入学者受入れの方針を高等学校関係者の意見も聴取して定期的に点検

している」 

 アンケート結果の概要は以下の通り。 

 

１．アンケート内容 

  別紙のとおり 

２．回答内容 

  回答校、回答内容詳細は別添「高校へのアンケート調査結果 2025」のとおり 

  高校種別では、県立の公立校 1 校、私立校 5 校。 

３．回答いただいた先生方（進路指導担当） 

  ・男性 2 人、女性 4 人。 

  ・年齢別では 40 歳台 3 人、50 歳台 2 人、60 歳台 1 人。 

  ・高校教員歴は 

   10 年以上 5 人、10 年未満 1 人 

  ・担当教科は 

   国語 3 人、英語 2 人、理科 1 人 

   全体像としては、「教員歴の長いベテランの女性の先生方」という印象 

 

４．本学に期待すること（複数回答可） 

 ①美容知識・技術の習得                    6 人（全員） 

②基礎・基本の徹底                     1 人 

③学生の個性を伸ばす教育                  1 人 

➃４年制大学への編入支援                 1 人 

⑤社会の変化に対応した教育                  1 人 

⑥教育施設設備の充実                    1 人 

⑦生涯学習の場の提供                   1 人 

 

 

 



５．本学に期待する学習成果（自由記述） 

 ・専門分野を追究したことを活かす 

 ・就職率の高さ 2 件 

・就職後にお客様と会話が成立するための向学心。 

・社会で通用する技術、メンタルの育成 

 

６．前述の学習成果の達成度 

  （1：大いに達成、2：達成、3：どちらとも言えない、4：あまり達成されていない 

   5：全く達成されていない）……点が低い方が高評価 

  6 校平均で 2.0 と概ね達成との評価 

７．高校の学びが本学での学びにつながっているか 

  （1：とてもそう思う、2：そう思う、3：どちらとも言えない、4：あまりそう思わない 

   5：全くそう思わない）……点が低い方が高評価 

  6 校平均で 2.3 とまずまずの評価 

８．本学のアドミッションポリシーの適切性 

  （1：とてもそう思う、2：そう思う、3：どちらとも言えない、4：あまりそう思わない 

   5：全くそう思わない）……点が低い方が高評価 

  6 校平均で 1.7 と概ね良好な評価 

９．本学のアドミッションポリシーへの意見（自由記述） 

・適切であると思います。 

・コミュニケーション力の向上 

・特になし  

１０．本学の入試方法の適切性 

  （1：とてもそう思う、2：そう思う、3：どちらとも言えない、4：あまりそう思わない 

   5：全くそう思わない）……点が低い方が高評価 

   6 校平均で 1.8 と概ね良好な評価 

１１．本学の入試への意見（自由記述） 

  ・選抜方法の多様化。 

  ・特になし 3 件 

  ・総合型、一般ともにプレゼンテーションでの選抜を希望します。 

１２．総評 

  ・アンケートの回収ができた高校数は 6 校。前年比▲6 校。 

  ・「学習成果達成度」については、「1…とてもそう思う」が 2 校、「2…やや達成してい

る」が 2 校、平均では 2.0 とまずまずの評価。 

  ・「高校の学びが本学での学びにつながっているか」の項目では「1…とてもそう思う」

が 2 校ある一方、「3…どちらとも言えない」が 4 校あり、普段接点が無い高校の評



価が厳しめに出た。全体としては平均 2.3 でまずまずの水準。 

・アドミッションポリシーと入試方法については、平均評価 1.7 と 1.8 となり、概ね肯

定的評価であった。   

  ・利害関係の無い一般的な高校教員の回答内容は、参考になるものも多い。 

   本学への期待として「美容知識・技術の習得」が第一になったのは当然として、社会

の実践の場で、「お客様とのコミュニケーション力の向上やメンタルの育成」が期待

されていることが判明した。社会の変化に柔軟に対応できる人材を育成するという

人間力形成が期待されていると感じられる。 

  ・高校の先生方の意見聴取は、自己点検評価活動に非常に有益と考えられ、今後も引続

き実施することとしたい。 

以上 



高校へのアンケート調査結果（2025）

高校名 都道府県 設立者 偏差値
①年齢

（歳台）
②性別 ③教員歴 ④担当教科 ⑤本学への期待 ⑥学習成果への期待 ⑦⑥の達成度

⑧高校の学びが

本学での学びに

つながっている

か

⑨APの適切性 ⑩APへの意見
⑪入試の方

法の適切性
⑫入試への意見

1 神奈川県 県立 43-47 40 女 10年未満 英語 3，4 専門分野を追究したことを活かす 1 1 1 1 （注）本学への期待

2 神奈川県 私立 38-46 40 女 10年以上 国語 3 就職率の高さ 3 3 2 2 選抜方法の多様化
　1.学力の向上　　　  　　　　➡　0件

　2.基礎・基本の徹底　  　　　➡　1件

3 東京都 私立 45-60 40 女 10年以上 理科 2、3
就職後にお客様と会話が成立するための向

学心
3 3 2 特にありません 2 特にありません

　3.美容知識・技術の習得  　　➡　6件

　4.学生の個性を伸ばす教育  　➡　1件

4 神奈川県 私立 42-54 60 男 10年以上 国語 3 就職率の高さ 1 3 2 3 総合型、一般ともにプレゼンテーションでの選抜を希望します。
　5.4年制大学への編入支援　　➡　1件

　6.社会の変化に対応した教育　➡　1件

5 神奈川県 私立 41-59 50 男 10年以上 国語 3，5，8 社会で通用する技術、メンタルの育成 2 3 1 適切であると思います 2 特にありません
　7.幅広い学習内容の充実　　　➡　0件

　8.教育施設設備の充実　　　　➡　1件

6 東京都 私立 52 50 女 10年以上 英語 3，6，9 特になし 2 1 2 コミュニケーション力の向上 1 特になし
　9.生涯学習の場の提供　　　　➡　1件

平均値など 　　（注）

2：1件

3：6件

4：1件

5：1件

6：1件

8：1件

9：1件

2.0 2.3 1.7 1.8

      （注）本学への期待


